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北九州市告示第３６９号 

 都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第２１条第２項において準用する

同法第１９条第１項の規定により北九州広域都市計画を変更したので、同法第

２１条第２項において準用する同法第２０条第１項の規定により次のとおり告

示し、同条第２項の規定により同法第１４条第１項に規定する図書を公衆の縦

覧に供する。 

  令和６年８月３０日 

                    北九州市長 武 内 和 久   

１ 都市計画の種類 

  下水道 

２ 都市計画を変更する土地の区域 

  変更する部分 曽根処理区の一部 

３ 縦覧場所 

  北九州市小倉北区大手町１番１号 

  北九州市上下水道局下水道部下水道計画課 
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北九州市告示第３７０号 

 港湾法（昭和２５年法律第２１８号）第３７条の７第２項の規定により公募

占用計画の変更の認定をしたので、同条第３項において準用する同法第３７条

の６第２項の規定により、次のとおり告示する。 

  令和６年８月３０日 

                    北九州市長 武 内 和 久   

１ 変更の認定をした日 

  令和６年８月２８日 

２ 認定の有効期間 

  平成２９年３月３日から令和２９年３月２日まで 

３ 指定した港湾区域内水域等の区域 

  次の各地点のうち①－１の地点から①－５の地点までを順次に結んだ線及 

び①－１の地点と①－５の地点を結んだ線により囲まれた区域、②－１の地

点から②－１６の地点までを順次に結んだ線及び②－１の地点と②－１６の

地点を結んだ線により囲まれた区域、③－１の地点から③－６の地点までを

順次に結んだ線及び③－１の地点と③－６を結んだ線により囲まれた区域（

藍島漁港区域（寄の浦西側突堤基部を中心として半径２，０００メートルの

範囲）及び白洲灯台周辺の岩礁から離隔距離３００メートルの範囲を除く。

）並びに④－１の地点から④－４の地点までを順次に結んだ線及び④－１の

地点と④－４の地点を結んだ線により囲まれた区域（別図のとおり） 

  ①－１の地点 北緯３３度５９分４５秒東経１３０度４１分５４秒 

  ①－２の地点 北緯３３度５８分１５秒東経１３０度４１分５７秒 

  ①－３の地点 北緯３３度５８分１２秒東経１３０度４５分５２秒 

  ①－４の地点 北緯３３度５８分３３秒東経１３０度４５分５０秒 

  ①－５の地点 北緯３３度５９分４５秒東経１３０度４４分０３秒 

  ②－１の地点 北緯３３度５７分１５秒東経１３０度４２分００秒 

  ②－２の地点 北緯３３度５６分３５秒東経１３０度４２分０１秒 

  ②－３の地点 北緯３３度５６分３６秒東経１３０度４３分４４秒 

  ②－４の地点 北緯３３度５６分３２秒東経１３０度４３分５６秒 

  ②－５の地点 北緯３３度５６分３２秒東経１３０度４４分５９秒 

  ②－６の地点 北緯３３度５６分５２秒東経１３０度４４分５９秒 

  ②－７の地点 北緯３３度５６分５５秒東経１３０度４５分２０秒 

  ②－８の地点 北緯３３度５６分５９秒東経１３０度４５分２０秒 

  ②－９の地点 北緯３３度５７分０３秒東経１３０度４５分２６秒 

  ②－１０の地点 北緯３３度５７分１４秒東経１３０度４５分２６秒 
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  ②－１１の地点 北緯３３度５７分２４秒東経１３０度４５分４８秒 

  ②－１２の地点 北緯３３度５７分２３秒東経１３０度４４分４９秒 

  ②－１３の地点 北緯３３度５７分１７秒東経１３０度４４分４９秒 

  ②－１４の地点 北緯３３度５７分１７秒東経１３０度４４分３９秒 

  ②－１５の地点 北緯３３度５７分２３秒東経１３０度４４分３９秒 

  ②－１６の地点 北緯３３度５７分２１秒東経１３０度４３分１７秒 

  ③－１の地点 北緯３４度００分１６秒東経１３０度４６分３１秒 

  ③－２の地点 北緯３３度５８分４２秒東経１３０度４６分３８秒 

  ③－３の地点 北緯３３度５８分１０秒東経１３０度４８分２９秒 

  ③－４の地点 北緯３３度５８分０９秒東経１３０度４９分１９秒 

  ③－５の地点 北緯３３度５８分４９秒東経１３０度４８分２３秒 

  ③－６の地点 北緯３３度５９分３４秒東経１３０度４７分２４秒 

  ④－１の地点 北緯３３度５７分２５秒東経１３０度４６分４３秒 

  ④－２の地点 北緯３３度５７分１９秒東経１３０度４７分１０秒 

  ④－３の地点 北緯３３度５７分１９秒東経１３０度４９分０２秒 

  ④－４の地点 北緯３３度５７分２６秒東経１３０度４９分１９秒 

４ 占用の期間 

  令和５年５月１日から令和２９年３月２日まで 

５ 変更の内容 

  風車の施工計画等の変更 
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北九州市交通局管理規程第４号 
 北九州市交通局企業職員の給与に関する規程の一部を改正する規程を次のよ

うに定める。 
  令和６年８月３０日 
                 北九州市交通局長 白 石   基 
   北九州市交通局企業職員の給与に関する規程の一部を改正する規 

程 
北九州市交通局企業職員の給与に関する規程（昭和３９年北九州市交通局管

理規程第１０号）の一部を次のように改正する。 
 別表第４の２ 企業職給料表（二）初任給基準表を次のように改める。 

２ 企業職給料表（二）初任給基準表 
職 種  資格  初 任 給  

旅 客 自 動 車 運 転 者  大型自動車第２種免許取得者  １ 級 ３ ８ 号 給  
旅 客 自 動 車 整 備 士  ２級ジーゼル自動車整備士免

許取得者  
１ 級 ３ ８ 号 給  

 備考 
  １ １８歳に達した日後の最初の４月１日以降の経験年数（職員として 

同種の職務に在職した年数（次項によりその年数に換算された年数を 
含む。）をいう。以下同じ。）を有する職員については、その者の受 
けるべきこの表の規定による号給の号数に経験年数の月数を１８月（ 
経験年数のうち５年までの年数の月数については１２月、５年を超え 
て１０年までの年数の月数については１５月）で除して得た数（１に 
満たない端数は、切り捨てる。）に４を乗じて得た数を加えて得た数 
（その者の属する職務の級における最高の号給の号数の数を超えると 
きは、最高の号給の号数の数）を号数とする号給をもって、その者の 
初任給として受けるべき号給とすることができる。 

  ２ 前項の規定の適用については、１８歳に達した日後の最初の４月１ 
日以降の経歴のうち職員として同種の職務に在職した年数以外の年数 
を、初任給、昇格、昇給等に関する規則第８条第２項の規定を準用し 
て経験年数として換算することができる。この場合において、当該経 
験年数は、次に掲げる期間ごとに算定し、各号の期間に係る経験年数 
の月数を合算した月数が１２０月を超えるときは、１２０月とする（ 
第２号の期間に係る経験年数の月数が３６月を超えるときは、３６月 
とする 。）。  
（１） 大型自動車第２種免許（旅客自動車整備士にあっては、２級 
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ジーゼル自動車整備士免許）取得以後の期間 
（２） 前号の期間を除く期間 

別表第４の付表を削る。 
   付 則 
 （施行期日） 
１ この規程は、令和６年９月１日から施行する。 

（施行日の前日から引き続き在職する職員の給料の月額の調整） 
２ この規程の施行の日（以下「施行日」という。）の前日から引き続き在職

する北九州市交通局企業職員の給与に関する規程第１条の職員（以下この項

において「職員」という。）の施行日における給料の月額については、その

者が施行日において新たに職員となったものとした場合との権衡上必要と認

められる限度において、別に管理者の定めるところにより、必要な調整を行

うことができる。 
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北九州市交通局管理規程第５号 
 北九州市交通局会計年度任用職員の給与に関する規程の一部を改正する規程

を次のように定める。 
  令和６年８月３０日 
                 北九州市交通局長 白 石   基 
   北九州市交通局会計年度任用職員の給与に関する規程の一部を改 

正する規程 
北九州市交通局会計年度任用職員の給与に関する規程（令和２年北九州市交 

通局管理規程第６号）の一部を次のように改正する。 
 第１８条第３項後段中「の月数が３６月を超えるときは３６月とする」を「 
は、次に掲げる期間ごとに算定し、各号の期間に係る経験年数の月数を合算し 
た月数が１２０月を超えるときは、１２０月とする（第２号の期間に係る経験 
年数の月数が３６月を超えるときは、３６月とする 。）」 に改め、同項に次の 
各号を加える。        
 （１） 大型自動車第２種免許（旅客自動車整備士にあっては、２級ジーゼ 
  ル自動車整備士免許）取得以後の期間 

（２） 前号の期間を除く期間 
別表第１中 

「                   
１ 級 ４ ４ 号 給  １ 級１ ０１ 号給  
１ 級 ３ １ 号 給  １ 級５ ９号 給  
１ 級 ２ ６ 号 給  １ 級５ ２号 給  
１ 級 ３ １ 号 給  １ 級６ ２号 給  
１ 級 ４ ４ 号 給  １ 級１ ０１ 号給  
１ 級 ３ １ 号 給  １ 級５ ９号 給  
１ 級 １ ９ 号 給  １ 級４ ２号 給  

                 」 
「 

１ 級 ５ １ 号 給  １ 級１ ０８ 号給  
１ 級 ３ ８ 号 給  １ 級８ ６号 給  
１ 級 ３ ３ 号 給  １ 級５ ９号 給  
１ 級 ３ ８ 号 給  １ 級６ ９号 給  
１ 級 ５ １ 号 給  １ 級１ ０８ 号給  
１ 級 ３ ８ 号 給  １ 級８ ６号 給  

を  

に  
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１ 級 ２ ６ 号 給  １ 級４ ９号 給  
                 」 
改める。 
   付 則 
 （施行期日） 
１ この規程は、令和６年９月１日から施行する。 
 （施行日の前日から引き続き在職する会計年度任用職員の給料の月額の調整

） 
２ この規程の施行の日（以下「施行日」という。）の前日から引き続き在職

する北九州市交通局会計年度任用職員の給与に関する規程第１条の会計年度

任用職員（以下この項において「会計年度任用職員」という。）の施行日に

おける給料の月額については、その者が施行日において新たに会計年度任用

職員となったものとした場合との権衡上必要と認められる限度において、別

に管理者の定めるところにより、必要な調整を行うことができる。 
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